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船舶事故調査報告書 

 

令和８年６月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和６年１２月３０日 １１時００分頃 

発生場所 広島県尾道
おのみち

糸崎
いとざき

港第１区 

尾道灯台から真方位０７０°１.２海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°２４.５′ 東経１３３°１３.１′） 

事故の概要 漁船ゆき号が航行中、船首が上下に揺れた際、甲板上の椅子に腰を

掛けていた乗組員が負傷した。 

事故調査の経過 令和７年３月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 
 機関、出力、進水等 

 

漁船 ゆき号 ０.６トン 

ＨＳ３－５０９４５（漁船登録番号）、個人所有 

５.３２ｍ（Lr）×１.７８ｍ×０.６５ｍ、ＦＲＰ 

ガソリン機関（船外機）、３６.８kＷ、平成２年１０月（進水）、令

和元年１２月（登録） 

第２７３－５０５７号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ４６歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２７年２月２７日 

  免許証交付日 令和６年６月４日 

         （令和１２年２月２６日まで有効） 

乗組員 ７５歳 

 死傷者等 重傷 １人（乗組員） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 

 事故の経過 本船は、船長及び乗組員が乗り組み、一本釣り漁を終え、令和６年

１２月３０日、尾道市細
ほそ

島北方の懸
かか

り瀬を発進し、尾道市向 東
むかいひがし

町歌
うた

の本船の係留地に向け、尾道水道を東進した。 

定期運航中のフェリーは、歌の乗船場から尾道灯台対岸の乗船場に

向け、尾道水道東口付近から尾道大橋にかけて、運航基準によって約



 

- 2 - 

９.６ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）から約８.６kn の

速力に減じながら西進していた。 

本船は、東進中、尾道大橋東方でフェリーと左舷を対して航行した

後、船長は、フェリーの航走波（以下「本件航走波」という。）を見

て、船体中央部やや船首寄りの甲板で、椅子に腰を掛けていた乗組員

に本件航走波が近づいていることを伝えた。 

本船が本件航走波を左舷船首方から受け、船首が上下に揺れた際、

乗組員は、椅子から腰部が浮いて落下し、１１時００分頃、椅子で腰

部を打った。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

船長は、本船を一旦停船させた後、歌の係留地に戻り、１１９番通

報した。 

乗組員は、救急車で尾道市所在の病院に搬送され、後日、第一腰椎

破裂骨折と診断された。 

その他の事項 船長によれば、左舷船首方に本件航走波を見て、本件航走波を船首

方から受け、かつ、本件航走波による船体への衝撃を緩和しようと、

左舵を取り操縦レバーを中立の位置として本船を停船させたが、船首

が上下に揺れたとのことであった。 

フェリー運航会社によれば、本船は、フェリーと左舷を対して航行

し、本件航走波によって船首が上下に揺れた後、停船した。 

フェリー運航会社によれば、次のとおりであった。 

(1) 本事故当時のフェリーの運航は、運航基準によるふだんど

おりの運航であった。 

(2) 尾道水道内で漁ろうに従事している漁船がいた場合は、減

事故発生場所 
（令和６年１２月３０日 
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速して運航している。 

船長及び乗組員は、救命胴衣を着用していた。 

運輸安全委員会が同種事故の再発防止を目的として発行している運

輸安全委員会ダイジェスト*1及び地方版分析集*2によれば、波によって

船首が上下に揺れる場合、十分な減速や旅客等を船体中央より後方の

位置に乗船させることが必要であると分析されている。 

分析  

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

(1) 船長は、令和元年１２月に漁船登録を受けた本船を所有し、尾道市

向東町歌に本船を係留しており、尾道水道を往来するフェリーによっ

て航走波が立つことは知っていたものと考えられ、また、ふだんから

航走波が自船に接近する際は、進路を変えたり、減速しながら船体が

ゆっくりと波を乗り越えたりするよう、船体への衝撃を緩和しながら

操船していたものと考えられる。 

(2) フェリーは、本事故発生時、運航基準に基づいてふだんどおり運航

されており、速力は約８.６kn、本件航走波の高さはふだんと同程度

であったものと考えられる。 

(3) (2)から、船長は、乗組員に対して、本件航走波が近づいているこ

とを伝えたのみで、船長による減速が遅れたことから、船首の上下の

揺れを緩和できなかったものと考えられる。 

(4) (3)から、本件航走波を受けて船首が上下に揺れ、乗組員は椅子か

ら腰部が浮いて落下し、椅子で腰部を打って負傷したものと考えられ

る。 

(5) (2)～(4)から、乗組員は、船長から本件航走波が近づいていること

を伝えられたものの、体が跳ね上げられないように椅子から腰を浮か

すなどの姿勢をとることができなかった可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、本船が尾道水道を東進中、フェリーと左舷を対して航行

し、船長が本件航走波を見たものの、減速が遅れたため、左舷船首方

から本件航走波を受けて船首が上下に揺れ、船体中央部やや船首寄り

の甲板で、椅子に腰を掛けていた乗組員の腰部が浮いて落下し、椅子

で腰部を打ったことにより発生したものと考えられる。 

 
*1
 運輸安全委員会ダイジェスト第３５号「小型旅客船の安全運航に向けて～ドンッ！腰が痛い！小型旅客船にお

ける旅客の脊椎骨折事故の防止のために～」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/pdf/jtsbdi-No35_all.pdf 

運輸安全委員会ダイジェスト第４１号「遊漁船の安全運航に向けて～釣り客の脊椎骨折等事故の防止のために

～」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/jtsbdigests/pdf/jtsbdi-No41_all.pdf 
*2
 地方版分析集「遊漁船・瀬渡船の事故防止のために！」 

https://jtsb.mlit.go.jp/bunseki-kankoubutu/localanalysis/04kobe/20210727kbanalysis.pdf 
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再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、他船の航走波の状況を常に監視し、同波が自

船に接近する場合は、乗船者を船体中央より後方に移動させた

り、体が跳ね上げられないように身構えさせたりする（低姿勢で

腰を浮かす等）とともに、船体の揺れを抑制する進路や速力で操

船すること。 

 


